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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部操作されるスイッチ手段と、
　当該交換レンズが装着されたカメラから電源の供給を受け、前記スイッチ手段の操作や
前記カメラからの信号に応じて各種の動作を制御するレンズ側制御手段と、
　前記レンズ側制御手段と前記カメラとの信号の授受を行うレンズ側信号伝達手段と、
　前記カメラから前記レンズ側制御手段への電源供給が断たれている場合には、前記スイ
ッチ手段が操作されたことを、前記レンズ側制御手段を介さずに前記レンズ側信号伝達手
段を介して前記カメラに伝達する状態に切り換える切換手段とを有し、
　前記切換手段による切り換えの結果、前記スイッチ手段が操作されたことを、前記レン
ズ側制御手段を介さずに前記レンズ側信号伝達手段を介して前記カメラに伝達することに
よって、前記カメラから前記レンズ側制御手段への電源供給を開始させることを特徴とす
る交換レンズ。
【請求項２】
　当該カメラに装着された、制御手段を有する交換レンズへの電源供給を制御するととも
に、スイッチ手段の操作や前記交換レンズからの信号に応じて各種の動作を制御するカメ
ラ側制御手段と、
　前記交換レンズと前記カメラ側制御手段との信号の授受を行うカメラ側信号伝達手段と
を有し、低消費電力モードの機能を有するカメラにおいて、
　前記カメラ側制御手段は、低消費電力モードにおいて、前記レンズ側信号伝達手段およ
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び前記カメラ側信号伝達手段を介して、前記交換レンズ側のスイッチ手段に第１の電力を
供給し、前記レンズ側信号伝達手段および前記カメラ側信号伝達手段を介して、前記交換
レンズ側のスイッチ手段が操作されたことを伝達された場合には、前記低消費電力モード
を解除し、前記交換レンズの前記レンズ側信号伝達手段よりもリーク電流の多い前記制御
手段へ前記第１の電力より大きい第２の電力の供給を開始するように制御することを特徴
とするカメラ。
【請求項３】
　請求項１に記載の交換レンズと、
　請求項２に記載のカメラとにより構成されることを特徴とするカメラシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、低消費電力モードの機能を有するカメラに装着可能な交換レンズ、該交換レ
ンズが装着されるカメラおよびこれらにより構成されるカメラシステムに関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な交換レンズ式一眼レフカメラのシステムでは、カメラおよび交換レンズがそれ
ぞれ個々にＭＰＵ（マイクロプロセッシングユニット）を内蔵し、お互いに通信すること
で全体として機能している。具体的には、それぞれのＭＰＵがモータや各種センサ、操作
スイッチ等を制御し、それらの情報を相互に伝達することで、カメラのミラー制御や撮影
動作、交換レンズの距離環駆動や絞り込み制御を行っている。
【０００３】
　また、バッテリーの消耗を軽減させるために、低消費電力モード機能を有するものが広
く知られている（特許文献１）。図３を用いて簡単に説明する。なお、図３の各構成部品
の詳細は後述の図１で行うので、ここでは以下の説明に必要な構成部品以外のものは省略
する。カメラ、交換レンズそれぞれの電源のうちの一つを、モータ等（レンズ駆動ユニッ
ト４、絞り駆動ユニット５など）を動作させるレンズ駆動系（レンズ駆動系電源ユニット
９等）とする。もう一つを、レンズＭＰＵ１などを動作させるレンズ回路系（レンズ回路
系電源ユニット８等）とする。つまり、カメラ２００、交換レンズ１００それぞれの電源
を２系統に分離する。そして、電源スイッチがオフされていなくとも、所定時間、カメラ
２００および交換レンズ１００の操作スイッチ（スイッチ部６等）が何も操作されていな
い場合には、カメラＭＰＵ７が、まず、レンズＭＰＵ１へ低消費電力モードに移行するこ
とを通信する。次いで、レンズ駆動系への電源を遮断し、かつカメラＭＰＵ７自身も接続
されている発振子の発振を停止させてスリープモード（低消費電力モード）へ入る。通信
を受けたレンズＭＰＵ１も同様の処理を行ってスリープモードへ入る。
【０００４】
　スリープモード時であっても、各ＭＰＵ１，７と操作スイッチは電気的に接続されてお
り、これらの端子はＨレベル（ハイレベルを意味する）でプルアップされている。また、
各ＭＰＵ１，７が通信する通信線（レンズ側信号線１４、カメラ側信号線１５）もＨレベ
ルでプルアップされている。
【０００５】
　各ＭＰＵ１，７はスリープモードに入っていたとしても、撮影者がカメラ２００と交換
レンズ１００のいずれかに具備されている操作スイッチが操作されると、先述した端子が
Ｌレベル（ローレベルを意味する）になり、スリープモードが解除される。
【０００６】
　スリープモードが解除されると、停止していた発振子が発振を再開し、かつレンズ駆動
系の電源が再投入されることで通常動作へ復帰することができる。また、スリープモード
が解除された一方のＭＰＵが、通信線をＬレベルにすることで、もう一方のＭＰＵのスリ
ープモードも解除され、カメラ２００および交換レンズ１００より成るカメラシステム全
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体として、通常動作へ復帰することができる。　
【０００７】
　図３の構成では、通常動作時の通信線とスリープモード解除のための信号線を共用する
ことで、カメラ２００と交換レンズ１００との通信線と信号線の総本数を減らしている。
【特許文献１】特許第３８２０２５１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　カメラシステムとしての低消費電力モードは、上記のようにするのが一般的である。し
かし、この場合、操作スイッチの操作で各ＭＰＵがスリープモードを解除するためには、
低消費電力モードであっても、各ＭＰＵには電源を供給していなければならず、つまり回
路系への電源は遮断することができないものであった。
【０００９】
　従来においては、各ＭＰＵのスリープモードでの消費電力は実用上無視できるほど小さ
かったが、近年の半導体プロセスの微細化に伴い、ＭＰＵのスリープモード時のリーク電
流が無視できなくなってきた。一般的に、半導体プロセスの微細化が進むと、半導体とし
ての面積が小さくなるために、より安価に、より小さい電力で、より高速に通常動作をさ
せることができるが、スリープモード時のリーク電流は逆に増える。カメラシステムはバ
ッテリーで動作することが基本であるため、リーク電流の大きいＭＰＵは、低消費電力モ
ード時にバッテリーをより早く消耗させることになり、カメラシステムとしては大きな制
約となっている。特に、交換レンズ側のＭＰＵはリーク電流が多い。
【００１０】
　単純な解決方法として、交換レンズの駆動系のみならず、回路系の電源さえも遮断する
方法が考えられる。しかなしながら、交換レンズ側にも、ＭＦ（マニュアルフォーカス）
／ＡＦ（オートフォーカス）スイッチやＦＰ（フォーカスプリセット）スイッチ等の操作
により、カメラシステムとして低消費電力モードを解除すべき要因がある。そのため、安
易に実施することができなった。
【００１１】
　（発明の目的）
　本発明の目的は、カメラの低消費電力モードでの交換レンズにおけるリーク電流を減ら
し、かつ交換レンズのスイッチ手段が操作された場合には、カメラの低消費電力モードの
解除を可能にする、交換レンズ、カメラおよびカメラシステムを提供しようとするもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するために、本発明は、外部操作されるスイッチ手段と、当該交換レン
ズが装着されたカメラから電源の供給を受け、前記スイッチ手段の操作や前記カメラから
の信号に応じて各種の動作を制御するレンズ側制御手段と、前記レンズ側制御手段と前記
カメラとの信号の授受を行うレンズ側信号伝達手段と、前記カメラから前記レンズ側制御
手段への電源供給が断たれている場合には、前記スイッチ手段が操作されたことを、前記
レンズ側制御手段を介さずに前記レンズ側信号伝達手段を介して前記カメラに伝達する状
態に切り換える切換手段とを有し、前記切換手段による切り換えの結果、前記スイッチ手
段が操作されたことを、前記レンズ側制御手段を介さずに前記レンズ側信号伝達手段を介
して前記カメラに伝達することによって、前記カメラから前記レンズ側制御手段への電源
供給を開始させる交換レンズとするものである。
【００１３】
　同じく上記目的を達成するために、本発明は、当該カメラに装着された、制御手段を有
する交換レンズへの電源供給を制御するとともに、スイッチ手段の操作や前記交換レンズ
からの信号に応じて各種の動作を制御するカメラ側制御手段と、前記交換レンズと前記カ
メラ側制御手段との信号の授受を行うカメラ側信号伝達手段とを有し、低消費電力モード
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の機能を有するカメラにおいて、前記カメラ側制御手段が、低消費電力モードにおいて、
前記レンズ側信号伝達手段および前記カメラ側信号伝達手段を介して、前記交換レンズ側
のスイッチ手段に第１の電力を供給し、前記レンズ側信号伝達手段および前記カメラ側信
号伝達手段を介して、前記交換レンズ側のスイッチ手段が操作されたことを伝達された場
合には、前記低消費電力モードを解除し、前記交換レンズの前記レンズ側信号伝達手段よ
りもリーク電流の多い前記制御手段へ前記第１の電力より大きい第２の電力の供給を開始
するように制御するカメラとするものである。
【００１４】
　同じく上記目的を達成するために、本発明は、本発明の交換レンズと、本発明のカメラ
とにより構成されるカメラシステムとするものである。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、カメラの低消費電力モードでの交換レンズにおけるリーク電流を減ら
し、かつ交換レンズのスイッチ手段が操作された場合には、カメラの低消費電力モードの
解除を可能にする交換レンズ、カメラ、またはカメラシステムを提供できるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本発明を実施するための最良の形態は、以下の一実施例に示す通りである。
【実施例】
【００１７】
　図１は本発明の一実施例に係る交換レンズ１００とカメラ（本体）２００より成るカメ
ラシステム（一眼レフカメラ）を示す主要部分の構成図である。
【００１８】
　図１において、まず、交換レンズ１００側について説明する。１はレンズＭＰＵ（マイ
クロプロセッシングユニット）、２はフォーカスレンズ等の可動レンズ２１の位置を検出
するためのレンズ位置検出ユニットである。３は後述で詳細に説明する接続切換ユニット
、４は可動レンズ２１を駆動するためのレンズ駆動ユニット、５は絞り２２を駆動するた
めの絞り駆動ユニットである。なお、図中、可動レンズ２１を通過する点線は、撮影光軸
を表す。
【００１９】
　レンズ位置検出ユニット２は、現在の可動レンズ２１に含まれるフォーカスレンズの相
対的な繰り出し量を測定することができる。具体的には、レンズ位置検出ユニット２のエ
ンコーダがレンズ可動部の光学的変化を電位変化として出力し、これをレンズＭＰＵ１が
カウントすることで測定される。
【００２０】
　６はＭＦ／ＡＦスイッチおよびＦＰスイッチを具備するスイッチ部である。ＭＦ／ＡＦ
スイッチは、カメラの自動焦点調節機能を無効にするか有効にするかを選択するためのス
イッチであり、ＭＦの場合には、撮影者が交換レンズの距離環を自身で操作して、焦点調
節を行う。ＦＰスイッチは、予めセットしていたレンズ位置へ強制的にレンズ移動させる
ためのスイッチである。通常動作中は、レンズＭＰＵ１にてこれらスイッチが操作された
ことを検出し、カメラＭＰＵ７へ通信によって伝達する。　１３は電源状態判定ユニット
であり、後述するレンズ回路系電源ユニット８からの電源供給が遮断されたか否かの電源
状態判定を行う。１４はレンズ側通信線であり、カメラ側通信線１５に接続される。
【００２１】
　交換レンズ１００は、前記レンズＭＰＵ１、レンズ位置検出ユニット２、接続切換ユニ
ット３、レンズ駆動ユニット４、絞り駆動ユニット５、スイッチ部（ＭＦ／ＡＦスイッチ
、ＦＰスイッチ）６を含む。さらに、電源状態判定ユニット１３、レンズ側通信線１４、
可動レンズ２１、絞り２２等を含む。そして、交換レンズ１００は、図１中の点線で示す
ようにマウント２３を介して接続され、カメラ２００と着脱可能となっている。
【００２２】
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　次に、図１において、カメラ２００側について説明する。７はカメラＭＰＵである。１
５はカメラ側通信線であり、レンズ側通信線１４および接続切換ユニット３を介してレン
ズＭＰＵ１と相互通信可能となっている。８はレンズ回路系電源ユニットであり、マウン
ト２３を介して、レンズＭＰＵ１、レンズ位置検出ユニット２および接続切換ユニット３
へ電源を供給する。９はレンズ駆動系電源ユニットであり、マウント２３を介して、レン
ズ駆動ユニット４、絞り駆動ユニット５へ電源を供給する。
【００２３】
　１０はデフォーカス量検出ユニットであり、可動レンズ２１、絞り２２、メインミラー
２４、サブミラー２５、不図示の焦点検出光学系を介して導かれた被写体像を光電変換し
、電位変化として出力する。１１はカメラの諸設定（シャッタ速度、絞り値、撮影モード
等）をするためのダイヤルユニットで、１２は撮像ユニットである。ＳＷ１はレリーズボ
タンの第１ストローク操作（半押し）によりオンするスイッチ、ＳＷ２はレリーズボタン
の第２ストローク操作（全押し）によりオンするスイッチである。２４はハーフミラーと
なっているメインミラー、２６は撮像素子、２７はピント板、２８はペンタプリズム、２
９は撮影画像等を観察することができる光学ファインダである。
【００２４】
　自動焦点調節に必要となる焦点はずれ量であるデフォーカス量は、デフォーカス量検出
ユニット１０からの出力によって計算される。具体的には、撮影光軸を挟んだ、異なる２
領域を通過する被写体光束から形成される２つの像の像ずれ量から計算される。これら２
像の光束は、ハーフミラーとなっているメインミラー２４を通過し、その後ろにあるサブ
ミラー２５によって反射され、不図示の焦点検出光学系によってデフォーカス量検出ユニ
ット１０に導かれる。デフォーカス量検出ユニット１０はライン状の光電変換素子よりな
っており、この素子上に形成された被写体像を電位変化として出力する。カメラＭＰＵ７
はこれら２像の信号を読み出し、これに相関演算を施すことにより像ずれ量を計算し、デ
フォーカス量を求める。
【００２５】
　本実施例では、スイッチＳＷ１がオンされると、カメラＭＰＵ７、デフォーカス量検出
ユニット１０などより成る自動焦点調節装置が動作する。そして、前述したデフォーカス
量を検出し、このデフォーカス量に基づいて、カメラＭＰＵ７がレンズＭＰＵ１へレンズ
駆動命令を通信で伝達し、焦点調節を行う。また、続けてスイッチＳＷ２がオンされてい
ると、カメラＭＰＵ７、撮像ユニット１２、レンズＭＰＵ１、絞り駆動ユニット５等が撮
影のための一連の動作を行う。
【００２６】
　スイッチＳＷ１がオフされると、自動焦点調節装置は動作を停止する。また、所定時間
、交換レンズ１００側及びカメラ２００側の操作スイッチであるＭＦ／ＡＦスイッチ、Ｆ
Ｐスイッチ、スイッチＳＷ１およびＳＷ２が操作されていないとする。すると、カメラＭ
ＰＵ７は、レンズ駆動系電源ユニット９を停止させ、レンズ駆動系への電源を遮断する。
続いて、レンズ回路系電源ユニット８を停止させ、レンズ回路系への電源も遮断する。か
つ、カメラＭＰＵ７自身も接続されている発振子の発振を停止させて、スリープモード（
低消費電力モード）へ入る。このとき、カメラＭＰＵ７は、自身のスリープモード解除要
因を、スイッチＳＷ１，ＳＷ２およびカメラ側通信線１５に設定する。これらに接続する
カメラＭＰＵ７の端子はＨレベルでプルアップされ、Ｌレベルになることでスリープモー
ドが解除される。
【００２７】
　また、交換レンズ１００側の電源状態判定ユニット１３は、レンズ回路系電源ユニット
８から電源が供給されているか否かを判定し、その判定結果を接続切換ユニット３へ伝達
する。接続切換ユニット３は、電源が供給されている場合には、ＭＦ／ＡＦスイッチ、Ｆ
ＰスイッチをレンズＭＰＵ１へ接続する。また、レンズＭＰＵ１とレンズ側通信線１４を
接続し、カメラ側通信線１５経由してカメラＭＰＵ７との相互通信を可能にする。
【００２８】
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　接続切換ユニット３および電源状態判定ユニット１３は、レンズ回路系電源ユニット８
から電源が供給されているときは、この電源によって動作する。
【００２９】
　一方、図２に示すように、カメラＭＰＵ７がレンズ回路系電源ユニット８を停止させた
場合には、カメラＭＰＵ７はカメラ側通信線１５をＨレベルでプルアップしている。よっ
て、レンズ側通信線１４を経由して接続切換ユニット３はカメラＭＰＵ７に接続されてい
る。接続切換ユニット３および電源状態判定ユニット１３はこのプルアップされた電源に
よって動作する。同時に接続切換ユニット３は、レンズＭＰＵ１とレンズ側通信線１４を
切り離し、逆に、ＭＦ／ＡＦスイッチ、ＦＰスイッチとレンズ側通信線１４を接続する。
こうすることで、カメラ側通信線１５を経由して交換レンズ１００へ流れる電力（請求項
２の第１の電力に相当する）は、接続切換ユニット３および電源状態判定ユニット１３の
みを動作させる。この時の電力は、スリープモードが解除されたときにカメラ２００側か
ら供給される電力（請求項２の第２の電力に相当する）よりも当然小さいものである。
【００３０】
　この状態で、撮影者がスイッチ部６内のＭＦ／ＡＦスイッチ、ＦＰスイッチのいずれか
を操作すると、接続切換ユニット３およびレンズ側通信線１４を経由して、Ｈレベルでプ
ルアップされたカメラ通信線１５をＬレベルにする。これにより、カメラＭＰＵ７のスリ
ープモードが解除される。なお、信号線１４，１５はＨレベルからＬレベルに変化するだ
けなので、この時点で、カメラＭＰＵ７は、ＭＦ／ＡＦスイッチ、ＦＰスイッチのいずれ
かが操作されていたかは判定できない。
【００３１】
　スリープモードが解除されると、カメラＭＰＵ７は、レンズ回路系電源ユニット８およ
びレンズ駆動系電源ユニット９を再び動作させ、通常動作を復帰させる。
【００３２】
　すると、レンズ回路系電源ユニット８よりの電源供給が再開されるので、レンズＭＰＵ
１も通常動作に復帰する。また、接続切換ユニット３は、ＭＦ／ＡＦスイッチ、ＦＰスイ
ッチをレンズＭＰＵ１へ接続し、かつ、レンズＭＰＵ１とレンズ側通信線１４を接続する
（図２の状態→図１の状態）。これにより、カメラ側通信線１５経由でカメラＭＰＵ７と
の相互通信が可能となる。
【００３３】
　カメラＭＰＵ７は、電源供給が再開されたレンズＭＰＵ１と通信することで、ＭＦ／Ａ
Ｆスイッチ、ＦＰスイッチのいずれかが操作されたかを判定し、それに応じた動作をする
。
【００３４】
　上記の実施例においては、交換レンズ１００側に、接続切換ユニット３を具備している
。この接続切換ユニット３は、電源状態判定ユニット１３によりカメラ２００から電源供
給を受けていることが判定されている場合は、スイッチ部６とレンズＭＰＵ１を接続する
。一方、電源供給が途絶えたと判定されている場合は、スイッチ部６とレンズ側通信線１
４を接続するようにしている。
【００３５】
　上記構成により、カメラ２００からレンズＭＰＵ１への電源供給が途絶えたとても、交
換レンズ１００からカメラ２００側へ、スイッチ部６（ＭＦ／ＡＦスイッチもしくはＦＰ
スイッチ）が操作されたことを伝達することが可能となる。
また、交換レンズ１００側において、カメラ２００との通信を行うレンズＭＰＵ１からカ
メラ２００へ通信するためのレンズ側通信線１４を、上記スイッチ部６が操作されたこと
を伝達する信号線としても共用するようにしている。
【００３６】
　上記構成により、カメラ２００と交換レンズ１００との通信線と信号線の総本数を減ら
すことができる。
【００３７】
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　また、交換レンズ１００側において、カメラ２００側のレンズ回路系電源ユニット８か
らの電源供給が途絶えたとする。この場合には、接続切換ユニット３および電源状態判定
ユニット１３には、カメラ側通信線１５経由でレンズ側通信線１４を介して電源供給を受
けることができる。
【００３８】
　上記構成により、カメラ２００と交換レンズ１００との電源供給線の本数を減らすこと
ができ、かつ、カメラ２００は低消費電力モードにおいてレンズＭＰＵ１に電源供給する
必要がない。したがって、リーク電流の多いレンズＭＰＵ１への電源供給を行う必要がな
くなるので、リーク電流を減らすことができる。
【００３９】
　また、カメラ２００側には、交換レンズ１００との通信を行うカメラ側ＭＰＵ７を有す
る。このカメラ側ＭＰＵ７は、低消費電力モードの場合には、リーク電流の多いレンズＭ
ＰＵ１への電源供給を遮断する。また、交換レンズ１００側のスイッチ部６が操作された
ことをレンズ側通信線１４経由でカメラ側通信線１５で検出した場合には、低消費電力モ
ードを解除するようにしている。
【００４０】
　上記構成により、低消費電力モードでのレンズＭＰＵ１におけるリーク電流を減らし、
かつ交換レンズ１００のスイッチ部６が操作された場合には、低消費電力モードから復帰
することが可能となる。
【００４１】
　また、カメラ２００側において、カメラ側ＭＰＵ７から交換レンズ１００へ通信するた
めのカメラ側通信線１５を、スイッチ部６が操作されたことを伝達する信号線としても共
用するようにしている。
【００４２】
　上記構成により、カメラ２００と交換レンズ１００との通信線と信号線の総本数を減ら
すことができる。
【００４３】
　上記のような構成の交換レンズ１００とカメラ２００とを装着して成るカメラシステム
（一眼レフカメラ）とすることにより、カメラの低消費電力モードでのレンズＭＰＵ１に
おけるリーク電流を減らすことができる。さらに、交換レンズ１００のスイッチ部６が操
作された場合には、カメラの低消費電力モードの解除を可能にするカメラシステムとする
ことができる。したがって、リーク電流を気にすることなく、安価で、高性能のレンズＭ
ＰＵを交換レンズへ搭載することが可能となる。
【００４４】
　（本発明と実施例の対応）
　交換レンズ１００が本発明の交換レンズに、カメラ２００が本発明のカメラに相当する
。また、スイッチ部６（ＭＦ／ＡＦスイッチもしくはＦＰスイッチ）が、本発明の、外部
操作されるスイッチ手段に相当する。また、レンズＭＰＵ１が、本発明の、交換レンズが
装着されたカメラから電源の供給を受け、スイッチ手段の操作やカメラからの信号に応じ
て各種の動作を制御するレンズ側制御手段に相当する。また、レンズ側通信線１４が、本
発明の、レンズ側制御手段とカメラとの信号の授受を行うレンズ側信号伝達手段に相当す
る。また、接続切換ユニット３が、本発明の、カメラからレンズ側制御手段への電源供給
が断たれている場合には、スイッチ手段が操作されたことを、レンズ側制御手段を介さず
にレンズ側信号伝達手段を介してカメラに伝達する状態に切り換える切換手段に相当する
。そして、交換レンズ１００は、切換手段による切り換えの結果、スイッチ手段が操作さ
れたことを、レンズ側制御手段を介さずにレンズ側信号伝達手段を介してカメラに伝達す
ることによって、カメラからレンズ側制御手段への電源供給を開始させる。
【００４５】
　また、カメラＭＰＵ７が、本発明の、カメラに装着された、制御手段（レンズＭＰＵ１
）を有する交換レンズへの電源供給を制御するとともに、スイッチ手段の操作や交換レン
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ズからの信号に応じて各種の動作を制御するカメラ側制御手段に相当する。また、カメラ
側通信線１５が、本発明の、交換レンズとカメラ側制御手段との信号の授受を行うカメラ
側信号伝達手段に相当する。上記カメラ側制御手段は、低消費電力モードにおいて、レン
ズ側信号伝達手段およびカメラ側信号伝達手段を介して、交換レンズ側のスイッチ手段に
第１の電力を供給する。そして、レンズ側信号伝達手段およびカメラ側信号伝達手段を介
して、交換レンズ側のスイッチ手段が操作されたことを伝達された場合には、低消費電力
モードを解除する。また、交換レンズのレンズ側信号伝達手段よりもリーク電流の多い制
御手段へ第１の電力より大きい第２の電力の供給を開始するように制御する。
【００４６】
　（変形例）
　本実施例では、交換レンズ１００側の操作スイッチは、ＭＦ／ＡＦスイッチ、ＦＰスイ
ッチの２個としているが、これに縛られるものではない。具体的には、ＭＦ／ＡＦスイッ
チのみの交換レンズであってもよいし、逆に、カメラシステムとして低消費電力モードを
解除すべき別のスイッチを更に加えても、本発明は同様に適用可能である。
【００４７】
　また、本実施例では、接続切換ユニット３および電源状態判定ユニット１３は、レンズ
ＭＰＵ１の外部に接続されるものとしているが、これをレンズＭＰＵ１に内蔵してもよい
。具体的には、電源が遮断された状態では、接続切換ユニットおよび電源状態判定ユニッ
トに相当するブロックのみ、カメラＭＰＵの通信線から電力が供給され、通常のスリープ
モードより更に低消費電力状態を実現するようにしても、本発明は同様に適用可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の一実施例に係るカメラシステムの通常動作時を示す構成図である。
【図２】本発明の一実施例に係るカメラシステムの低消費電力モード時を示す構成図であ
る。
【図３】従来のカメラシステムの低消費電力モード時を示す構成図である。
【符号の説明】
【００４９】
　１　　レンズＭＰＵ
　２　　レンズ位置検出ユニット
　３　　接続切換ユニット
　４　　レンズ駆動ユニット
　５　　絞り駆動ユニット
　６　　スイッチ部（ＭＦ／ＡＦスイッチ、ＦＰスイッチ）
　７　　カメラＭＰＵ
　８　　レンズ回路系電源ユニット
　９　　レンズ駆動系電源ユニット
　１０　デフォーカス量検出ユニット
　１３　電源状態判定ユニット
　１４　レンズ側通信線
　１５　カメラ側通信線
　２１　可動レンズ
　２２　絞り
　２３　マウント
　２４　メインミラー
　２５　サブミラー
　２６　撮像素子
　２７　ピント板
　２８　ペンタプリズム
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　２９　光学ファインダ

【図１】 【図２】
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【図３】
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